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研究のターゲット 
海の波 ：津波，高潮，高波 
海の流れ：海流，高潮 
台風・低気圧 

研究手法 
数理モデリング 
数値計算 
大容量データ解析 

 （夏に）現地観測 

 （稀に）水理実験 

関連学会 
土木学会，海洋学会，流体力学会，アメリカ土木学会， 
アメリカ気象学会，アメリカ地球物理協会，他 

関連科目 
海岸工学，水理学，海洋物理学，気象学，流体力学 

 

沿岸災害研究分野のミッション 
沿岸域の防災・減災 



暴波浪予測 
Wave Physics（非線形相互作用，砕波エネルギー散逸）の改良 

巨大波浪（フリークウェーブ）の予測方法の確立 

打ち上げと越波 

高潮予測 
潮汐・高潮・波浪結合モデル 

高潮氾濫モデル 

３次元海洋波浪結合モデル 

津波予測 
津波伝播・氾濫計算モデル 

リアルタイム津波予測モデル 

海浜変形 
 

基礎研究 



地球温暖化における沿岸災害評価 

台風，高潮，波浪，海浜変形，海岸構 

造物の将来変化 

気象・海象の予報システムの開発 

サーファー，海洋工事事業者向け 

洋上風力発電サイト支援 

風，波，海流を考慮した最適設置場所 

海岸･港湾構造物の耐波設計法 

ライフサイクルコスト 

応用・実用化研究 



気候
変動 

海面上昇 

台風 

高潮 

波浪 

地球温暖化に伴う 
沿岸災害の将来変化 

国土の喪失 

大規模な氾濫 

暴波浪の増加？ 

災害の激化
砂浜の喪失? 



津波シミュレーション 
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more than 5000 points 

dense, high quality data   



理工系では数少ない海に関する研究室です． 
日本の海岸線は世界で6番目に長い海洋大国です． 

沿岸部における津波，高潮，高波に関する防災・

減災に関する研究を行っています． 

工学および地球物理的関心・手法を基本に，
世界をリードする基礎・応用研究を行ってい
ます． 
学生の皆さんが心地よく研究できるような研
究環境を提供することを心掛けています． 

研究室の特色・理念・方針 
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場所：E-201D～E-210D 

ここの２Ｆ E-206D 

現在地 



場所：E-201D～E-210D 

JR・京阪の駅へ 

このあたり 

E棟３F→２F 
・エレベーター３基 
・階段３箇所 

それぞれ１つが正解 

連絡バス 
乗り場 

正面玄関 



おわり 

その他のセールスポイント 

駅に近い，連絡バス乗り場正面，コンビニに近い，たま木亭に近い 

海に行くだけで研究と言い張れる 

他に比べて教授の 

何と言っても 


